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2022 年度まちづくりネットモニター（第４回・第７回調査）の調査結果をお知らせします。 

 

 ○調査概要（詳細は別紙のとおりです。） 

 第４回(６月 20 日(月)～29 日(水))  

テーマ 東山霊園・東山悠苑の施設のあり方について 

目的 
 市民の皆さまの「お墓」への考え方や、東山霊園・東山悠苑について感じているこ

と・望んでいることを把握するとともに、今後の取組みの参考とするため。 

結果 

・墓地を所有している方（78.7％）のうち、承継者はいない・承継させたくない方 

 … 25.4％ 

・『墓じまい』を考えている方 … 21.4％ 

・東山霊園は利用しにくいと回答した方（33.3％）のうち、利用しにくい理由として

交通の便の悪さと回答した方 … 72.0％ 

考察 

将来墓地を取得する意思がある方の半数以上が、納骨堂や合葬式墓地ではない形態

の墓地を希望しており、規模としては小規模な墓地を希望する傾向にある。東山霊園

では駐車場や衛生施設の整備、東山悠苑では老朽化の改善や衛生施設の改修について

の検討が課題である。 

回答者数/率 325 名（男性 164 名、女性 161 名） 90.3％ 

担当 環境部 環境政策課 渡辺 雅彦 TEL：924－2731 

 

 ○調査概要（詳細は別紙のとおりです。） 

 第７回(８月２日(火)～11 日(木))  

テーマ 郡山市の上下水道について 

目的 
 上下水道料金や水道水の水質等に対する市民の皆さまのニーズを把握するととも

に、今後の取組みの参考とするため。 

結果 
・水道水の水質に安心・どちらかといえば安心 … 83.5％ 

・水道料金が高い・やや高い … 56.9％ 

・内水ハザードマップにより水害リスクを確認している … 50.2％ 

市民の声を施策に反映 

第４回・第７回まちづくりネットモニター 

を実施しました 

 ターゲット 16.6 

令和４年９月 26 日 

郡山市政策開発部 

広聴広報課 

課長 鈴木 七子 

TEL：924－2061 

SDGｓ ターゲット 16.6「有効で説明責任のある透明性の高い公共機関を発展させる」 



 

考察 
水道料金及び下水道使用料が高いと回答する割合が高く、PR不足と感じる声も多い

ため、金額の算定方法や他自治体との比較についてPRしていく必要がある。 

回答者数/率 315 名（男性 160 名、女性 155 名） 87.5％ 

担当 上下水道局 総務課 渡辺 啓一 TEL：932-7643 

 

  

 

                     

＜まちづくりネットモニター＞ 

郡山市では、市民の皆さまの意見等をお聞きする取り組みとして、様々な 

機会や方法等により実施しており、その一つとして、市民モニターの方々に 

御協力いただきインターネットを活用した市政アンケートを実施しています。 

（モニター数：360 名(男性 178 名、女性 182 名）) 

今回は、2022 年度第４回・第７回の調査となります。 

ウェブサイトに 

アクセスできます。 

https://www.city.koriyama.lg.jp/soshiki/23/4141.html 



　○調査期間 令和４年６月20日(月)～６月29日(水)　(10日間)
　○回答方法 専用ウェブサイトから回答を送信する。
　○モニター数 360名 (男性 178名　女性 182名）
　○回答者数 325名 (男性 164名　女性 161名）
　○回答率 90.3%

【分析】
《回答者内訳（人）》

2022年度まちづくりネットモニター第４回調査結果

テーマ　東山霊園・東山悠苑の施設のあり方について

市民の皆さまの「お墓」への考え方や「東山霊園」・「東山悠苑」について感じていること、望んでいること
を把握し、今後の施策に活かすため、アンケートを実施しましたので、その結果についてお知らせします。

《墓地の所有について》
・｢郡山市内にある｣｢市外にある｣が78.7％､｢ない｣が19.4％の回答(問６)
《墓地の承継者について》
・｢承継者がいる｣｢将来いる｣が70.3％､｢いない｣｢させたくない｣が25.4％の回答（問８）
《墓じまいについて》
・｢お墓を守っていこうと考えている｣が51.8％､｢墓じまいを考えている｣が21.4％の回答（問９）
《墓地の取得意志について》
・｢取得する意思がある｣が11.7％､｢意思がない｣が65.5％の回答（問11）
《取得の理由について》
・「遺骨はないが、将来に備えて準備したい」が66.7％、「別のお墓に改葬したい」が25.6％の回答（問12）
《墓地を取得する際の形態について》
・｢一般的な墓地｣が55.3％､｢合葬式墓地｣が15.8％､｢樹木葬等自然葬用墓地｣が13.2％の回答（問16）
《取得する墓地の使用範囲について》
・「夫婦」が39.5％の回答で最も多く、次いで「親子二代」と「先祖代々」が共に18.4％の回答（問17）
《墓地を取得する際の規模について》
・｢3.0㎡｣が48.3％の回答で最も多く､次いで｢大きさにはこだわらない｣が27.6％､｢4.5㎡｣が20.7％の回答（問
18）
《東山霊園の施設について》
・「利用しやすい」が64.4％、「利用しにくい」が33.3％の回答（問20）
・利用しやすい理由は「休憩する場所が多い」が71.3％で最も多く、次いで「安全に参拝できる」が50.6％の
回答（問21）
・利用しにくい理由は「交通の便が悪い」が72.0％で最も多く、次いで「トイレや水道などの衛生施設が汚
い」が32.0％の回答（問22）
《東山悠苑の施設について》
・施設の良かった点は「駐車場が広い」が55.1％で最も多く、次いで「待合室が広い」が50.6％の回答（問
24）
・施設の悪かった点は「悪かった点がない」が52.3％で最も多く、次いで通信環境が悪いが10.2％の回答（問
25）
《東山霊園と東山悠苑の統合について》
・「手続き窓口が分かりやすくなる」が35.1％の回答で最も多く、次いで「受付窓口が混雑する」が23.7％の
回答（問27）
・自由記述では「施設を利用する時の心理状態が違く職員に求められる要素が違く統合すべきでない」という
回答があった。

【考察】
・将来墓地を取得する意思がある方のうち、墓地の形態については、半数以上が一般的な墓所を希望してい
る。また、取得する墓地の使用範囲は夫婦での使用が4割程度で、墓地の規模についても3.0㎡が半数弱を占め
ており小規模な墓地を希望する傾向にある。
・東山霊園を利用する方で、利用しにくいと回答した方のうち交通の便の悪さや衛生施設の汚さを理由として
いる方が多く、駐車場や衛生施設の整備等が課題である。また、東山霊園管理事務所がバリアフリー化されて
いない点や男女兼用のトイレである点から利用しにくいという意見もあり、東山霊園管理事務所の整備も課題
である。
・東山悠苑の施設について悪かった点がないと回答する方が半数を占める一方、老朽化の改善や衛生施設の改
善を要望する意見があり、施設の改修についても検討する必要がある。
・東山霊園と東山悠苑の統合については、施設の性質の違いから統合すべきでないといった意見があり、施設
整備の方針については慎重に検討する必要がある。

調査概要

性別/年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計
男性 0 5 15 34 42 21 34 13 164
女性 2 9 29 50 46 23 2 0 161
合計 2 14 44 84 88 44 36 13 325
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「世帯主本人」が52.6％､「配偶者」が34.8％､｢祖父母｣が0.6％､｢親｣が6.5％､｢子｣が
4.6％、「その他」が0.9％と回答｡

※構成比は端数を四捨五入しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

※複数回答の比率は、その設問の回答者数を基数として算出しました。したがって、すべ
ての比率を合計すると100.0％を超えることがあります。

問１ あなたと世帯主との続柄を選んでください。 （１つ選択）

第１章 あなたご自身について

（回答者：325人）

世帯主本人 52.6%

配偶者 34.8%

祖父母 0.6%

親 6.5%

子 4.6%

その他 0.9%

92.3%

94.4%

61.4%

53.4%

41.7%

34.1%

7.1%

5.6%

36.4%

35.2%

42.9%

52.3%

35.7%

2.3%

7.7%

2.3%

2.3%

8.3%

9.1%

28.6%

100.0%

4.5%

6.0%

4.5%

28.6%

2.3%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

世帯主本人 配偶者 祖父母 親 子 その他

16.8%

87.8%

68.3%

1.8%

1.2%

8.7%

4.3%

3.1%

6.1%

1.9%

女

男

性別

世帯主本人 配偶者 祖父母 親 子 その他
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全体では「親と子」の家族構成が50.2％と最も多く、次いで「夫婦」が31.7％であった。
年代別では60代を過ぎると夫婦の家族構成割合が高くなる傾向がある。

問２ あなたの家族構成を選んでください。 （１つ選択）
（回答者：325人）

一人暮らし 6.2%

夫婦 31.7%

親と子 50.2%

親と子と孫 5.8％

その他6.2%

5.6%

9.1%

10.2%

4.8%

7.1%

69.2%

75.0%

50.0%

31.8%

14.3%

6.8%

14.3%

23.1%

16.7%

27.3%

46.6%

70.2%

75.0%

57.1%

50.0%

7.7%

2.8%

4.5%

5.7%

7.1%

2.3%

21.4%

9.1%

5.7%

3.6%

15.9%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

一人暮らし 夫婦 親と子 親と子と孫 その他

5.6%

6.7%

23.0%

40.2%

59.0%

41.5%

6.8%

4.9%

5.6%

6.7%

女

男

性別

一人暮らし 夫婦 親と子 親と子と孫 その他…
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「20年以上」居住しているが74.5％と最も高く、次いで「10～20年未満」が15.4％とな
り、10年以上居住しているとの回答が89.9％となっている。

問３ あなたは郡山市に居住して何年になりますか。 （１つ選択）
（回答者：325人）

１年未満 0.9%

１～３年未満 1.2%

３～５年未満1.8%

５～１０年未満 4.9%

１０～２０年未満
15.4%

２０年以上 74.5%

郡山市外に居住 1.2%

1.2%

4.5%

1.2%

4.5%

7.1%

1.2%

9.1%

7.1%

7.7%

1.1%

7.1%

18.2%

7.7%

2.8%

4.5%

13.6%

23.8%

22.7%

14.3%

100.0%

84.6%

97.2%

95.5%

85.2%

63.1%

38.6%

64.3%

2.4%

2.3%

7.1%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～１０年未満 １０～２０年未満 ２０年以上 郡山市外に居住

1.8%

1.9%

0.6%

3.7%

6.2%

3.7%

18.6%

12.2%

67.7%

81.1%

1.9%

0.6%

女

男

性別

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～１０年未満

１０～２０年未満 ２０年以上 郡山市外に居住
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77.2％の人が「市内に住み続けたい」と回答。年代別では30代以上は７割以上と定住意向
が高い。男女別では男性82.9％、女性71.4％で、男性の定住意向がより高い。

問４ あなたは今後も郡山市に居住されますか。 （１つ選択）
（回答者：325人）

市内に住み続けたい
77.2%

市外に転出したい・す

る予定 4.0%

わからない 15.1%

無回答 3.7%

84.6%

94.4%

93.2%

70.5%

70.2%

81.8%

57.1%

7.7%

3.4%

2.4%

6.8%

21.4%

50.0%

7.7%

5.6%

6.8%

21.6%

22.6%

9.1%

7.1%

4.5%

4.8%

2.3%

14.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

市内に住み続けたい 市外に転出したい・する予定 わからない 無回答

71.4%

82.9%

5.0%

3.0%

18.0%

12.2%

5.6%

1.8%

女

男

性別

市内に住み続けたい 市外に転出したい・する予定 わからない 無回答
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先祖のお墓を守っていく立場に「ある」が51.1％、次いで「将来的に可能性がある」が
27.1％であった。「ない」は17.8％であった。

第２章 現在所有の「お墓」について

問５ あなたは先祖のお墓を守っていく立場にありますか？ （１つ選択）
（回答者：325人）

ある 51.1%

将来的に可能性がある
27.1%

ない 17.8%

わからない 4.0%

53.8%

80.6%

68.2%

51.1%

42.9%

31.8%

35.7%

2.8%

9.1%

23.9%

38.1%

52.3%

35.7%

100.0%

46.2%

16.7%

22.7%

19.3%

14.3%

11.4%

14.3%

5.7%

4.8%

4.5%

14.3%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ある 将来的に可能性がある ない わからない

37.3%

64.6%

36.6%

17.7%

19.3%

16.5%

6.8%

1.2%

女

男

性別

ある 将来的に可能性がある ない わからない
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「郡山市内にある」が53.8％、「郡山市外にある」が24.9％、「ない」が19.4％であっ
た。使用することができる墓地があるとの回答が78.7％であった。

問６ 現在、あなたや家族が使用することができるお墓がありますか。 （１つ選択）
（回答者：325人）

郡山市内にある
53.8%

郡山市外にある 24.9%

ない 19.4%

わからない 1.8%

53.8%

75.0%

65.9%

51.1%

46.4%

40.9%

64.3%

50.0%

15.4%

13.9%

22.7%

20.5%

28.6%

40.9%

21.4%

50.0%

30.8%

11.1%

11.4%

26.1%

22.6%

18.2%

2.3%

2.4%

14.3%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

郡山市内にある 郡山市外にある ない わからない

52.2%

55.5%

24.2%

25.6%

21.7%

17.1%

1.9%

1.8%

女

男

性別

郡山市内にある 郡山市外にある ない わからない
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「お寺や神社等の墓地」が46.9％で最も高く、次いで「自治体が運営する墓地」が
28.5％、「共同墓地」10.5％、「民間墓地」4.7％の順であった。

問７ 問６で「郡山市内にある」「郡山市外にある」と回答された方にお伺いします。
あなたのお墓はどのような管理の墓地ですか？ （１つ選択）

（回答者：256人）

自治体が運営する墓地
28.5%

お寺や神社等の墓地
46.9%

民間墓地 4.7%

共同墓地 10.5%

わからない 6.6% 無回答 2.7%

29.3%

27.8%

42.3%

51.1%

4.9%

4.5%

10.6%

10.5%

9.8%

3.8%

3.3%

2.3%

女

男

性別

自治体が運営する墓地 お寺や神社等の墓地 民間墓地 共同墓地 わからない 無回答

44.4%

37.5%

41.0%

33.3%

19.0%

16.7%

16.7%

55.6%

50.0%

48.7%

44.4%

44.4%

52.8%

33.3%

50.0%

3.1%

2.6%

4.8%

9.5%

2.8%

3.1%

7.7%

11.1%

19.0%

5.6%

16.7%

6.3%

4.8%

6.3%

13.9%

25.0%

1.6%

1.6%

8.3%

8.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

自治体が運営する墓地 お寺や神社等の墓地 民間墓地 共同墓地 わからない 無回答
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問８ 問６で「郡山市内にある」「郡山市外にある」と回答された方にお伺いします。
お墓の承継者はいますか。 （１つ選択）

（回答者：256人）

承継者はいる 53.9%

現在承継者はいない

（決まっていない）が、

将来承継者となる人

がいる 16.4%

承継者はいる（予定を

含む）が、負担をかけ

たくないので承継させ

たくない 11.7%

承継者はいない
13.7%

その他 0.8%

無回答 3.5%

77.8%

75.0%

56.4%

44.4%

50.8%

47.2%

66.7%

11.1%

9.4%

12.8%

12.7%

20.6%

27.8%

8.3%

50.0%

3.1%

25.6%

14.3%

7.9%

8.3%

16.7%

11.1%

9.4%

2.6%

25.4%

14.3%

13.9%

3.1%

1.6%

2.6%

3.2%

4.8%

2.8%

8.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

承継者はいる

現在承継者はいない（決まっていない）が、将来承継者となる人がいる

承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけたくないので承継させたくない

承継者はいない

その他

無回答
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　「承継者はいる」が53.9％、「現在承継者はいない（決まっていない）が、将来承継者
となる人がいる」が16.4％、「承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけたくないので
承継させたくない」が11.7%、「承継者はいない」が13.7％であった。墓地所有者の２割
程度の方が墓地の承継について問題を抱えている回答であった。
　年代別では、50代が「承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけたくないので承継さ
せたくない」、「承継者はいない」との回答の割合が最も高い。
　家族構成別では、「一人暮らし」の中で「承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけ
たくないので承継させたくない」と「承継者はいない」の回答の合計が36.9％と最も高
い。

49.6%

57.9%

18.7%

14.3%

16.3%

7.5%

11.4%

15.8%

0.8%

0.8%

3.3%

3.8%

女

男

性別

承継者はいる

現在承継者はいない（決まっていない）が、将来承継者となる人がいる

承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけたくないので承継させたくない

承継者はいない

その他

無回答

52.6%

50.0%

54.9%

55.0%

47.4%

10.5%

18.8%

19.7%

12.5%

15.8%

15.8%

12.5%

8.2%

15.0%

15.8%

10.5%

12.5%

13.9%

12.5%

21.1%

0.8%

1.3%

10.5%

6.3%

2.5%

3.8%

そ の他

親と子と孫

親と子

夫婦

一人暮らし

家族構成別

承継者はいる

現在承継者はいない（決まっていない）が、将来承継者となる人が

いる

承継者はいる（予定を含む）が、負担をかけたくないので承継させ

たくない

承継者はいない

その他

無回答
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問９ 問６で「郡山市内にある」「郡山市外にある」と回答された方にお伺いします。
現在使用しているお墓を将来にわたって維持したいと考えていますか？
（１つ選択） （回答者：256人）

お墓を守っていこうと

考えている 51.8%

承継者がいないので「墓じまい」を考

えている 8.9%

承継者はいるが「墓じまい」を考えて

いる 12.5%

わからない 23.0%

その他1.9%

無回答 1.9%

77.8%

62.5%

53.8%

48.4%

49.2%

50.0%

41.7%

6.3%

2.6%

18.8%

7.9%

8.3%

6.3%

15.4%

17.2%

9.5%

13.9%

16.7%

22.2%

25.0%

17.9%

12.5%

30.2%

27.8%

33.3%

50.0%

7.7%

1.6%

1.6%

2.6%

1.6%

1.6%

8.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

お墓を守っていこうと考えている 承継者がいないので「墓じまい」を考えている

承継者はいるが「墓じまい」を考えている わからない

その他 無回答
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　「お墓を守っていこうと考えている」が51.8％、「承継者がいないので「墓じまい」を
考えている」が8.9％、「承継者はいるが「墓じまい」を考えている」が12.5％と回答で
あり、21.4％が「墓じまい」を考えているとの回答であった。
 年代別では「お墓を守っていこうと考えている」が60代を過ぎると高くなる傾向があ
る。
  家族構成別では「承継者がいないので、「墓じまい」を考えている」方は「一人暮ら
し」で21.1％と最も高い。

46.3%

56.7%

7.3%

10.4%

13.8%

11.2%

27.6%

18.7%

2.4%

1.5%

2.4%

1.5%

女

男

性別

お墓を守っていこうと考えている 承継者がいないので、自分の代の間に

（承継者はいるが）将来、子や孫に負担をかけないよう わからない

その他 無回答

52.6%

56.3%

54.1%

46.9%

52.6%

5.3%

9.0%

8.6%

21.1%

10.5%

12.5%

9.0%

18.5%

10.5%

15.8%

25.0%

25.4%

22.2%

15.8%

5.3%

0.8%

3.7%

10.5%

6.3%

1.6%

そ の他

親と子と孫

親と子

夫婦

一人暮らし

家族構成別

お墓を守っていこうと考えている 承継者がいないので「墓じまい」を考えている

承継者はいるが「墓じまい」を考えている わからない

その他 無回答
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「その他」を選択した方の主な意見
・お盆や彼岸時期の墓地周辺の渋滞
・墓じまいの費用

　「お墓の手入れが行き届かない」が36.3％で最も高く、次いで「墓地の立地条件（自宅
からの距離や移動手段等）」が28.1％であった。

問10 問６で「郡山市内にある」「郡山市外にある」と回答された方にお伺いします。
将来も含め墓地の心配事はありますか？（複数回答可） （回答者：256人）

6.3%

16.8%

18.4%

19.9%

23.4%

28.1%

36.3%

その他

管理費が高い

承継者がいない

心配事はない

寺院、教会等とのつきあい

墓地の立地条件（自宅からの距離や移動手段

等）

お墓の手入れが行き届かない
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「取得する意思がない」が65.5％で最も高く、次いで「取得する意思がある」が11.7％で
あった。

第３章 将来取得する「お墓」について

問11 新たにお墓を取得（購入）する意思がありますか？（１つ選択）
（回答者：325人）

取得する意思がある
11.7%

取得する意思がない
65.5%

わからない 22.5%

その他0.3%

7.7%

5.6%

13.6%

18.2%

9.5%

11.4%

76.9%

80.6%

70.5%

64.8%

56.0%

63.6%

78.6%

15.4%

13.9%

15.9%

17.0%

34.5%

25.0%

14.3%

100.0%

7.1%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

取得する意思がある 取得する意思がない わからない その他

11.2%

12.2%

61.5%

69.5%

26.7%

18.3%

0.6%

女

男

性別

取得する意思がある 取得する意思がない わからない その他
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　新たにお墓を取得（購入）する意思があると回答した方の家族構成が、親と子が65.8％
と最も多く、夫婦が28.9％、親と子と孫が2.6％であった。

  新たにお墓を取得（購入）する意思があると回答した方のうち、現在、あなたや家族が
使用することができるお墓が「ない」と回答した方が50.0％で最も多かった。

・新たにお墓を取得（購入）する意思があると回答した方の状況

（回答者：43人）

夫婦 28.9%

親と子と孫 2.6%

親と子 65.8%

その他2.6%

家族構成別

ない 50.0%

わからない 2.6%

郡山市外にある 26.3%

郡山市内にある 21.1%

墓地所有の有無
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　新たにお墓を取得する必要がある理由は、順に「遺骨はないが将来に備え準備しておき
たい」が66.7％、「現在使用している墓地から別のお墓に改葬したい」が25.6％、「お墓
に埋蔵していない焼骨がある」が5.1％であった。

問12 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
新たにお墓を取得する必要がある理由は何ですか？（１つ選択）

（回答者：38人）

お墓に埋蔵していな

い焼骨がある（自宅に

ある、寺院等に一時

預けてある等） 5.1%

遺骨はないが、将来

に備え準備しておきた

い 66.7%

現在使用している墓地

から別のお墓に改葬し

たい 25.6%

その他 2.6%

16.7%

20.0%

100.0%

50.0%

50.0%

70.6%

87.5%

40.0%

50.0%

16.7%

29.4%

12.5%

40.0%

16.7%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

年代別

お墓に埋蔵していない焼骨がある（自宅にある、寺院等に一時預けてある等）

遺骨はないが、将来に備え準備しておきたい

現在使用している墓地から別のお墓に改葬したい

その他

11.8% 76.5%

59.1%

5.9%

40.9%

5.9%女

男

性別

お墓に埋蔵していない焼骨がある（自宅にある、寺院等に一時預けてある等） 遺骨はないが、将来に備え準備しておきたい

現在使用している墓地から別のお墓に改葬したい その他
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　墓地の取得時期については、「未定」が42.1％で最も多く、「10年以内」と「10年以上
先」が共に18.4％、「５年以内」が10.5％、「すぐに取得したい」が7.9％、「２年以
内」が2.6%であった。

問13 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
あなたは墓地をいつごろ取得したいですか？（１つ選択）

（回答者：38人）

すぐに取得したい
7.9%

２年以内に取得したい
2.6%

５年以内に取得したい
10.5%

１０年以内に取得した

い 18.4%

１０年以上先でもよい
18.4%

未定 42.1%

16.7%

28.6%

5.9%

100.0%

5.9%

14.3%

33.3%

23.5%

20.0%

23.5%

14.3%

40.0%

100.0%

50.0%

41.2%

42.9%

40.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

年代別

すぐに取得したい ２年以内に取得したい ５年以内に取得したい

１０年以内に取得したい １０年以上先でもよい 未定

5.9%

9.5%

5.9% 11.8%

9.5%

11.8%

23.8%

23.5%

14.3%

41.2%

42.9%

女

男

性別

すぐに取得したい ２年以内に取得したい ５年以内に取得したい

１０年以内に取得したい １０年以上先でもよい 未定
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「その他」を選択した方の主な意見
・駅からの距離や幹線道路との接続性

「自治体が運営する墓地」が81.6％と最も回答が多かった。次いで「民間墓地」は
21.1％、「お寺等の墓地」は15.8％で「共同墓地」は7.9％であった。

「管理費等維持費用」が71.1％、「お墓の取得価格」が63.2％であった。次いで「墓地の
管理者に関する信頼や安心感」が57.9％、「墓地の立地条件（自宅からの距離や移動手段
等）」が52.6％、「宗教的な理由」が5.3％となっており、経済性が重視されている。

問14 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
新たにお墓を取得する際、重視することは何ですか？ （複数回答可）

（回答者：38人）

7.9%

5.3%

34.2%

52.6%

57.9%

63.2%

71.1%

その他

宗教的な理由

墓地の施設や周辺の環境

墓地の立地条件（自宅からの距離や移動手段等）

墓地の管理者に関する信頼や安心感

お墓の取得価格

管理費等維持費用

問15 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
新たにお墓を取得する際、どのような管理の墓地を取得したいですか？

（複数回答可）

2.6%

7.9%

15.8%

21.1%

81.6%

:その他

共同墓地（昔から地域にある共同の墓地）

お寺や神社等の墓地（檀家、信者等のみが使用できる墓地）

民間墓地（宗派、宗旨が自由な墓地（寺院等のものを含む））

自治体が運営する墓地

（回答者：38人）
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　「一般的な墓地」が55.3％、「合葬式墓地」が15.8％、「樹木葬等自然葬用墓」が
13.2％、「納骨堂」が7.9％であり、「どれでもよい」が7.9%であった。

問16 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
新たにお墓を取得する際、どのようなお墓を希望しますか？（１つ選択）

（回答者：38人）

一般的な墓地 55.3%

納骨堂 7.9%

合葬式墓地 15.8%

樹木葬等自然葬用墓

地 13.2%

どれでもよい 7.9%

100.0%

100.0%

50.0%

52.9%

57.1%

40.0%

5.9%

14.3%

20.0%

50.0%

11.8%

14.3%

17.6%

14.3%

20.0%

11.8%

20.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

年代別

一般的な墓地 納骨堂 合葬式墓地 樹木葬等自然葬用墓地 どれでもよい

52.9%

57.1% 14.3%

29.4%

4.8%

11.8%

14.3%

5.9%

9.5%

女

男

性別

一般的な墓地 納骨堂 合葬式墓地 樹木葬等自然葬用墓地 どれでもよい
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「夫婦」が39.5％、「親子二代」と「先祖代々」が共に18.4％、「親子三代」が15.8％、
「自分一人」が7.9%であった。

問17 問11で「取得する意思がある」を選択した方にお伺いします。
新たにお墓を取得する際、どのような範囲での使用を希望しますか？（１つ選択）

（回答者：38人）

自分一人 7.9%

夫婦 39.5%

親子二代 18.4%

親子三代 15.8%

先祖代々 18.4%

16.7%

5.9%

14.3%

50.0%

58.8%

28.6%

50.0%

17.6%

28.6%

20.0%

100.0%

16.7%

28.6%

40.0%

50.0%

16.7%

17.6%

40.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

年代別

自分一人 夫婦 親子二代 親子三代 先祖代々

17.6% 29.4%

47.6%

23.5%

14.3%

17.6%

14.3%

11.8%

23.8%

女

男

性別

自分一人 夫婦 親子二代 親子三代 先祖代々
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「3.0㎡」が48.3％で最も多く、次いで「大きさにはこだわらない」が27.6％、「4.5㎡」
が20.7％、「6.0㎡」3.4％、「9.0㎡」、「12㎡」はそれぞれ0.0％であった。
「4.5㎡」以下の大きさの墓地を希望する割合が69.0％と高い割合となっている。

問18 問16で「一般的な墓地」を選択した方にお伺いします。新たにお墓を取得する際、
大きさはどの程度を希望しますか？（１つ選択）

３．０平方メートル
48.3%

４．５平方メートル
20.7%

６．０平方メートル
3.4%

大きさにはこだわらな

い 27.6%

100.0%

50.0%

33.3%

44.4%

75.0%

100.0%

50.0%

33.3%

22.2%

25.0%

33.3%

33.3%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

年代別

３．０平方メートル（１～２人程度で墓参りが可能な大きさ）

４．５平方メートル（３～４人程度で墓参りが可能な大きさ）

６．０平方メートル（５～６人程度で墓参りが可能な大きさ）

大きさにはこだわらない

55.6%

58.3%

22.2%

25.0%

11.1% 11.1%

16.7%

女

男

性別

３．０平方メートル（１～２人程度で墓参りが可能な

大きさ）
４．５平方メートル（３～４人程度で墓参りが可能な

大きさ）
６．０平方メートル（５～６人程度で墓参りが可能な

大きさ）
大きさにはこだわらない

（回答者：21人回答）
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　「利用したことはない」が58.5％、「年に数回」が39.4％、「月に１回」が1.8％、
「週に１回」が0.3％であった。
　年代別では「年に数回」の回答が70代で最も高い。

第４章 東山霊園の施設について

問19 東山霊園をどのくらいの頻度で利用していますか？（１つ選択）

週に１回 0.3% 月に１回 1.8%

年に数回 39.4%

利用したことはない
58.5%

1.1%

7.7%

6.8%

2.3%

30.8%

69.4%

40.9%

39.8%

32.1%

29.5%

35.7%

50.0%

61.5%

30.6%

52.3%

56.8%

67.9%

70.5%

64.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

週に１回 月に１回 年に数回 利用したことはない

0.6%

2.5%

1.2%

36.0%

42.7%

61.5%

55.5%

女

男

性別

週に１回 月に１回 年に数回 利用したことはない

（回答者：325人）
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　「利用しやすい」が64.4％、「利用しにくい」が33.3％であった。

問20 問19で「週に1回」「月に1回」「年に数回」を選択した方にお伺いします。現在の
東山霊園はあなたにとって利用しやすいですか？（１つ選択） （回答者：135人）

利用しやすい 64.4%

利用しにくい 33.3%

無回答 2.2%

利用しやすい 利用しにくい 無回答

60.0%

76.0%

61.9%

57.9%

63.0%

61.5%

100.0%

20.0%

24.0%

38.1%

39.5%

37.0%

38.5%

20.0%

2.6%

100.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

利用しやすい 利用しにくい 無回答

62.9%

65.8%

35.5%

31.5%

1.6%

2.7%

女

男

性別

利用しやすい 利用しにくい 無回答
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「その他」を選択した方の主な意見
・冬季にトイレが閉鎖し不便である
・車がないと利用しづらい

　「休憩する場所が多い」が71.3％で最も高く、次いで「安全に参拝できる」が50.6％で
あった。

　「交通の便が悪い、周辺道路や駐車場が混んでいるなど車で行きにくい」が80.0％で最
も高く、次いで「トイレや水道などの衛生施設が汚い」が35.6％であった。

問21 問20で「利用しやすい」を選択した方にお伺いします。理由は何ですか？（複数選
択可）

問22 問20で「利用しにくい」を選択した方にお伺いします。理由は何ですか？（複数選
択可）

（回答者：87人）

（回答者：45人）

4.6%

9.2%

12.6%

19.5%

19.5%

39.1%

50.6%

71.3%

その他

東山霊園管理事務所のバリアフリーが整って

いる

園内の案内板がわかりやすい

交通の便が良い、駐車場が広く車で行きやす

い

園路に段差がなく歩きやすい

トイレや水道などの衛生施設がきれい

安全に参拝できる

休憩する場所が多い

20.0%

13.3%

24.4%

26.7%

31.1%

35.6%

80.0%

その他

東山霊園管理事務所のバリアフリーが整っていない

参拝するにあたり不便な箇所がある

園路に段差があり歩きにくい

園内の案内板がわかりにくい

トイレや水道などの衛生施設が汚い

交通の便が悪い、周辺道路や駐車場が混んでいるなど

車で行きにくい
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　「ある」が54.2％、「ない」が45.8％であった。
　年代別では「ある」の回答が70代で最も高い。

第５章 東山悠苑の施設について

問23 東山悠苑を利用したこと（来たこと）がありますか？（１つ選択）

ある 54.2%

ない 45.8%）

53.8%

77.8%

72.7%

61.4%

42.9%

29.5%

35.7%

50.0%

46.2%

22.2%

27.3%

38.6%

57.1%

70.5%

64.3%

50.0%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

ある ない

49.1%

59.1%

50.9%

40.9%

女

男

性別

ある ない

（回答者：325人）

25 / 28 



「その他」を選択した方の主な意見

「その他」を選択した方の主な意見

「駐車場が広い」が55.1％で最も高く、次いで「待合室が広い」が50.6％であった。

・職員の接客が良かった

・和室の椅子が少ない

「悪かった点はない」が52.3％で最も高く、次いで「通信環境が悪い」が10.2％であっ
た。

・休憩室が和室で足の悪い高齢者が利用しにくい

問24 利用した際、施設の良かった点はどこですか？（複数選択可）

問25 利用した際、施設の悪かった点はどこですか？（複数選択可）

2.3%

4.5%

4.5%

15.9%

20.5%

27.8%

40.3%

42.0%

50.6%

55.1%

その他

良かった点はない

通信環境が良い

施設内の案内がわかりやすい

売店がある

施設に段差がなく歩きやすい

休憩スペースが整っている

トイレや水道などの衛生施設がきれい

待合室が広い

駐車場が広い

7.4%

2.8%

2.8%

4.5%

5.1%

5.1%

9.1%

10.2%

52.3%

その他

施設に段差があり歩きにくい

駐車場が狭い

トイレや水道などの衛生施設が汚い

待合室が狭い

休憩スペースが整っていない

施設内の案内がわかりづらい

通信環境が悪い

悪かった点はない

（回答者：176人）

（回答者：176人）
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「その他」を選択した方の主な意見

「その他」を選択した方の主な意見

「老朽化の改善」が39.4％で最も高く、次いで「駐車場の確保」と「トイレや水道などの
衛生施設の改善」が共に29.2％であった。

・洋室の待合室を増やしてほしい

「手続き窓口が分かりやすくなる」が35.1％で最も高く、次いで「分からない」が
26.5％、「受付窓口が混雑する」が23.7％であった。

・火葬場と墓地の事務所を同一化する感覚が分からない
・施設の目的が違うのに一緒にするのは反対である

問26 将来、東山悠苑を改修する時に、どういった改善や充実を図ると良いと思います
か？

問27 本市では、施設整備方針の検討にあたり、近隣施設との集約化を検討する必要があ
ります。仮に、東山悠苑と東山霊園の受付事務所を同一の施設として統合した場合、どの
ような影響があると思いますか？（複数選択可）

10.8%

6.2%

12.0%

12.3%）

12.6%

16.3%

16.3%

24.9%

25.8%

29.2%

29.2%

39.4%

その他

保健室の設置

施設内の案内表示改善

利用時間の改善

周辺環境への配慮

売店の充実

特に改善する点はない

休憩スペースやキッズスペースの充実

施設全体のバリアフリー化

トイレや水道など衛生施設の改善

駐車場の確保

老朽化の改善

1.8%

2.8%

5.5%

12.6%

17.2%

19.1%

20.3%

23.1%

23.7%

26.5%

35.1%

その他

景観が崩れる

繁忙期は、売店が利用しづらくなる

特に影響する点はない

繁忙期は、トイレなどの衛生施設が利用しづらくなる

駐車場が狭くなる

火葬場の利用の際、お墓について相談ができる

繁忙期は、落ち着いた墓参や火葬場の利用ができなくなる

受付窓口が混雑する

分からない

手続き窓口が分かりやすくなる

（回答者：325人）

（回答者：325人）
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(主な意見)
 ■お墓全般について
実家も墓守がいなくなりそうで、墓じまいをするかどうかの選択が出ています。（50代・女性）

主人は次男私は長女。管理しなくてはいけないお墓は他県で私の実家。どうしたものか。（60代・女性）

 ■東山霊園の墓地について

私は樹木葬を希望している者です。そういう事も取り入れて欲しいです。（40代・女性）

樹木葬や散骨の選択肢が増えて欲しい（40代・女性）

東山霊園の区画の増設お願いします。（40代・男性）

 ■東山霊園の施設について
お盆、彼岸時には周辺道路が混雑してしまう。（50代・男性）

昔から変わらない雰囲気はイメチェンされたほうが良いと思います（30代・男性）

椅子席の休憩室があって、良かった（60代・女性）

火葬炉の扉に悲しみが癒える装飾ができると少しだけ悲しみが癒される気がする。（50代・女性）

駐車場がもう少し広いといいかな？と思いました。（60代・女性）

事務所を同一化等、合理化にもほどがある（70代・女性）

嫁いできてお墓の話を聞いたことも考えたこともなかったので話し合う切っ掛けになると思いまし
た（40代・女性）

東山霊園管理事務所はバリアフリー化して無く高齢者には利用し難い施設である。トイレの男女共
用は問題である。（60代・男性）

それぞれの施設利用時の心理状態が違く対応する職員に求められる要素が違うので事務所は統合す
べきではない（70代・男性）

散骨など死後の形も多様化しているのでお墓を持ちたい人は増えるようには思えないと考えていま
す（30代・女性）

これからは樹木葬がスタンダードになると思います。樹木葬地ができるのなら入りたいです（50
代・女性）

 ■東山霊園と東山悠苑の統合について

 ■その他

 ■東山悠苑の施設について

問28 その他、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 （自由記述）
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　○調査期間 2022年８月２日(火)～８月11日(木) 10日間

　○回答方法 専用ウェブサイトから回答を返信

　○モニター数 360名 (男性 178名　女性 182名）

　○回答者数 315名 (男性 160名　女性 155名）

　○回答率 87.5%

【分析】
《回答者内訳》 《 回答者内訳（人）》

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 全体

男性 0 5 13 30 40 24 34 14 160

女性 2 9 29 47 44 22 2 0 155

合計 2 14 42 77 84 46 36 14 315

《問２　水道水の水質について》

《問８　水道料金、問12　下水道使用料》

《問19　内水ハザードマップを使って、水害リスクを事前に確認していますか？》

【考察】

　郡山市の上下水道事業について、料金、水道水の水質、施設整備状況等に関する市民の皆さまの
ニーズを把握し、効率的経営の実現及びお客様サービス向上等の参考とするため、アンケートを実施
いたしましたので、その結果についてお知らせします。

水道水の水質について、「安心」「どちらかといえば安心」の割合は調査開始以降高い値で推移している
ことから、市民の皆さまに安心・安全な水道水を提供することができていることが分かる。

例年、水道料金及び下水道使用料について高いと回答する割合が高いため、金額の算定方法、他の自治体
との比較等についてＰＲしていく必要がある。

近年、気候に起因した災害が全国で続いていることから、内水ハザードマップによる水害リスクの事前確
認について、引き続き広報していく必要がある。

(上下水道局総務課)

・

・

・

　29.8%が「安心」、53.7%が「どちらかといえば安心」と回答。
　⇒2020年度調査から、「安心」「どちらかといえば安心」の割合は80%以上の値で推移している。

テーマ「郡山市の上下水道について」
2022年度まちづくりネットモニター第７回調査結果

　50.2%が「確認している」、49.8%が「確認していない」と回答。
　⇒約半数の方が、自宅や学校、職場等の水害リスクについて、事前確認を行っている。

　水道料金：24.8%が「高い」、32.1%が「やや高い」、25.7%が「適正」と回答。
　下水道使用料：24.4%が「高い」、26.7%が「やや高い」、21.0%が「適正」と回答。
  前回調査(2021年)と同様に、「高い」「やや高い」の割合は半数を超えている。

【調査概要】
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　水道水の味について、「とてもおいしい」「おいしい」の割合は74.0%となっており、2021年度の結果
70.5%と比べると、3.5ポイント増加している。
　年代別でみると、10代から40代で「あまりおいしくない」の割合が高い傾向にある。
　男女別でみると、「あまりおいしくない」の割合は男性と比べると女性が10.9ポイント高くなっている。

とてもおいしい
10.2%

おいしい
63.8%

あまりおいしくない
24.8%

おいしくない
1.3%

（回答者：334人）

28.6%

11.1%

4.3%

13.1%

3.9%

14.3%

7.1%

50.0%

50.0%

75.0%

71.7%

64.3%

66.2%

57.1%

35.7%

0.0%

14.3%

13.9%

23.9%

21.4%

28.6%

28.6%

50.0%

50.0%

7.1%

0.0%

0.0%

1.2%

1.3%

0.0%

7.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

とてもおいしい おいしい あまりおいしくない おいしくない

9.0%

11.3%

59.4%

68.1%

30.3%

19.4%

1.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

とてもおいしい おいしい あまりおいしくない おいしくない

第１章 郡山市の水について

問１ 郡山市の水道水の味はいかがですか？（１つ選択）
（回答者：315人）

※割合(%)は、小数点第２位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

とてもおいしい
7.2%

おいしい
63.3%

あまりおいしくない

25.6%

おいしくな

い 3.9%

2021年度の調査結果
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　水道水の水質について、「安心している」「どちらかといえば安心している」の割合は83.5%となってい
る。水道水の水質に関しては、これまでの調査結果から80%以上の値で推移していることから、引き続き市民
の皆さまに安心安全な水道水の提供に努めていく必要がある。

問２ 郡山市の水道水の水質について、どのように感じますか？（１つ選択）
（回答者：315人）

安心している
29.8%

どちらかといえ

ば安心している
53.7%

どちらかといえ

ば不安がある
6.3%

不安がある
7.9%

どちらともいえない
2.2%

50.0%

54.1%

21.7%

34.5%

23.4%

21.4%

50.0%

50.0%

37.8%

63.0%

50.0%

54.5%

61.9%

64.3%

0.0%

0…

2.7%

2.2%

7.1%

7.8%

9.5%

7.1%

50.0%

0.0%

2.7%

13.0%

6.0%

11.7%

4.8%

14.3%

0.0%

0.0%

2.7%

0.0%

2.4%

2.6%

2.4%

14.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

安心している どちらかといえば安心している
どちらともいえない どちらかといえば不安がある
不安がある

23.2%

36.3%

55.5%

51.9%

9.0%

3.8%

8.4%

7.5%

3.9%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

安心している どちらかといえば安心している
どちらともいえない どちらかといえば不安がある
不安がある

85.1% 85.8%
83.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2020年 2021年 2022年度

水質の推移

※「安心している」「どちらかといえば安心している」の合計
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　家庭における主な飲み水について、「水道水」「浄水器を利用した水道水」を選択した方が、全体の84.1%
と最も多く、2021年度の結果75.3%と比べると8.8ポイント増加している。

問３ ご家庭での主な飲み水は次のうちどれですか？（１つ選択）

（回答者：315人）

45.8%

51.9%

34.8%

35.6%

11.6%

7.5%

5.2%

5.0%

0.0%

0.0%

2.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

水道水 浄水器を利用した水道水

市販の水（ミネラルウォーターなど） お店に設置してある給水機の水（アルカリイオン水など）

井戸水 自然の水や湧水

78.6%

72.2%

45.7%

53.6%

40.3%

35.7%

28.6%

50.0%

21.4%

25.0%

41.3%

32.1%

42.9%

38.1%

28.6%

0.0%

2.8%

2.2%
8.3%

11.7%

19.0%

21.4%

50.0%

0.0%

0.0%

8.7%

4.8%

3.9%

4.8%

21.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

1.2%

1.3%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

水道水 浄水器を利用した水道水

市販の水（ミネラルウォーターなど） お店に設置してある給水機の水（アルカリイオン水など）

井戸水 自然の水や湧水

2021年度の調査結果

水道水
44.9%

浄水器を利用した水道水
30.4%

市販の水（ミネラル

ウォーターなど）

20.5%

お店に設置してある給水機の水

（アルカリイオン水など）
3.0%

井戸水
0.3%

自然の水や湧水
0.3%

その他
0.6%

水道水
48.9%

浄水器を利用した水道水
35.2%

市販の水（ミネラルウォー

ターなど）

9.5%

お店に設置してある給水機の水

（アルカリイオン水など）
5.1%

井戸水
0.0%

自然の水や湧水
1.3%

その他
0.0%
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　問３ご家庭での主な飲み水が「水道水」と回答した方が、問１水道水の味について回答した割合につい
て、「とてもおいしい」「おいしい」の合計は86.4%、「あまりおいしくない」13.6%であった。
　年代別・男女別にみても、「とてもおいしい」「おいしい」の割合は70%を超えている。

とてもおいしい
14.3%

おいしい
72.1%

あまりおいしくない
13.6%

おいしくない
0.0%

参考 問３で「水道水」を選択した方が、問１水道水の味について回答した割合
（回答者：154人）

36.4%

15.4%

4.8%
20.0%

3.2%

13.3%

0.0%

100.0%

45.5%

73.1%

90.5%

66.7%

80.6%

60.0%

100.0%

0.0%

18.2%

11.5%

4.8%

13.3%

16.1%

26.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

とてもおいしい おいしい あまりおいしくない おいしくない

12.7%

15.7%

70.4%

73.5%

16.9%

10.8%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

とてもおいしい おいしい あまりおいしくない おいしくない
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・スーパーで水を箱買いするのが習慣だから
・水道水に不安はあまりないが、いつも飲んでる水の方がより美味しくて安心だから

　・非常用の保存水として定期購入して、それを順番に飲んでいる

　水道水を飲まない理由として、「おいしくないから」が36.0%で最も多く、次いで「臭いが嫌いだから」が
18.0%、「安全性（放射性物質を除く）に不安があるから」が10.0%であった。

※「その他」を選択した方の主な意見

問４ 問３で「水道水」「浄水器を利用した水道水」以外を選択した方にお伺いします。
水道水を飲まない理由は何ですか？ （１つ選択）

（回答者：50人）

おいしくないから
36.0%

臭いが嫌いだから
18.0%

水道水の放射性物質

が不安だから
2.0%

安全性（放射性物質を

除く）に不安があるから
10.0%

その他
34.0%

#DIV/0!
0.0%

33.3%

33.3%

38.5%

27.3%

66.7%

0.0%

#DIV/0!
0.0%

33.3%

16.7%

15.4%

18.2%

0.0%

100.0%

#DIV/0!0.0%

0.0%
8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

#DIV/0!

0.0%
16.7%

16.7%

0.0%

0.0%
33.3%

0.0%

#DIV/0!

100.0%

16.7%

25.0%

46.2%

54.5%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

おいしくないから 臭いが嫌だから
水道水の放射性物質が不安だから 安全性（放射性物質を除く）に不安があるから
その他

44.0%

28.0%

8.0%

28.0%

0.0%

4.0%

12.0%

8.0%

36.0%

32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

おいしくないから 臭いが嫌だから
水道水の放射性物質が不安だから 安全性（放射性物質を除く）に不安があるから
その他

2021年度の調査結果

おいしくないから
31.7%

臭いが嫌いだから
7.3%

水道水の放射性物質が

不安だから

11.0%

安全性（放射性物

質を除く）に不安が

あるから

11.0%

その他
24.4%

空白
14.6%
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　郡山市の水源のうち、全体の95.6％が「猪苗代湖」が水源であることを知っていた。次いで多かったのが
「三春ダム」で60.0％であった。一方で、「逢瀬川」「深沢川」は21.9％と8.3％で低い値を示した。
　猪苗代湖を水源として知っている方が多い理由としては、水源として「猪苗代湖」が市水道の７割を占め
ていることが推測される。また、深沢川が低い理由としては、利用が熱海の一部地区に限られていることが
考えられる。

問５ 郡山市の水道水源のうち、ご存知のものを選択してください。（複数選択可）
（回答者：315人）

2.9% (9人)

8.3% (26人)

21.9% (69人)

60.0% (189人)

95.6% (301人)

分からない

深沢川

逢瀬川

三春ダム

猪苗代湖

※回答の比率は、その設問の回答者数を基礎として算出しましたので、複数回答の設問は、すべての比率

を合計すると100.0％を超えることがあります。
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　水道水の放射性物質のモニタリング検査を継続した方がよいと回答した方は89.2%であった。2021年度の結
果で継続した方がよいと回答した方91.6%と比べると2.4ポイント減少したが、約９割の方がモニタリング検
査の継続を望んでいる。

問６ 安心・安全な水道水を提供するため、水道水の放射性物質のモニタリング検査を実施していますが、
今後も継続した方が良いと思いますか？（１つ選択）

はい
89.2%

いいえ
10.8%

（回答者：315人）

85.7%

88.9%

91.3%

89.3%

87.0%

88.1%

100.0%

100.0%

14.3%

11.1%

8.7%

10.7%

13.0%

11.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

はい いいえ

92.3%

86.3%

7.7%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

はい いいえ

2021年度の調査結果

はい
91.6%

いいえ
8.4%
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　コロナ禍における水道量について全体では、「変わらない」61.3%の割合が最も高く、次いで「増加した」
31.7%となっている。
　年代別でみると、60代で「増加した」が47.8%と高い割合になっている。
　男女別でみると、女性の方が「増加した」の割合が男性に比べ15.0ポイント高くなっている。

問７ コロナ禍において、水道の使用量は増加しましたか？（１つ選択）
（回答者：315人）

増加した
31.7%

減少した
0.6%

変わらない
61.3%

分からない
6.3%

21.4%

22.2%

47.8%

25.0%

37.7%

38.1%

7.1%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

71.4%

75.0%

52.2%

69.0%

10.4%

57.1%

64.3%

50.0%

0.0%

2.8%

0.0%

4.8%

51.9%

4.8%

28.6%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

増加した 減少した 変わらない 分からない

39.4%

24.4%

0.6%

0.6%

54.2%

68.1%

5.8%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

増加した 減少した 変わらない 分からない

2021年度の調査結果

増加した
40.1%

減少した
0.0%

変わらない
51.5%

分からない
8.4%
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　水道料金について、「やや安い」「安い」と回答した割合は全体の0.3%と低く、「高い」「やや高い」の
割合は56.9％であった。「高い」「やや高い」と回答した方を年代別にみると60代（71.7％）、50代
（63.1％）、80代（57.1％）との順となり、半数以上が水道料金を「高い」「やや高い」と回答しているた
め、金額の算定方法について広く広報していく必要がある。

問８ 郡山市の水道料金について、どのように感じますか？（１つ選択）

（回答者：315人）

高い
24.8%

やや高い
32.1%

適正
25.7%

やや安い
0.0%

安い
0.3%

分からない
17.1%

21.4%

19.4%

32.6%

26.2%

22.1%

23.8%

28.6%

0.0%

35.7%

33.3%

39.1%

36.9%

28.6%

21.4%

21.4%

50.0%

28.6%

30.6%

21.7%

20.2%

32.5%

31.0%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

16.7%

4.3%

16.7%

16.9%

23.8%

42.9%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない

25.2%

24.4%

28.4%

35.6%

27.1%

24.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.6%

19.4%

15.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない

第２章 料金について

2021年度の調査結果

高い
24.7%

やや高い
34.9%

適正
22.9%

やや安い
0.3%

安い
0.3%

分からない
16.9%
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・今は下水がないからいいが、あると高い
・水道料金の算出基準が不明なのでそこから明らかにすべき
・他市町村にはもっと安いところがある

※「その他」を選択した方の主な意見

　水道料金が高いと思う理由について、「高い」「やや高い」と感じる理由として、「以前住んでいたとこ
ろと比べて」が38.5％と最も高く、「他の光熱費と比較して」が37.4％、「２か月分まとめて払うから」が
21.2％であった。

問９ 問８で「高い」「やや高い」を選択した方にお伺いします。高いと思う理由は何ですか？
（複数選択可）

（回答者：179人）

16.2% (29人)

21.2% (38人)

37.4% (67人)

38.5% (69人)

その他

２か月分まとめて払うから

他の光熱費と比べて

以前住んでいたところと比べて
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 「知っている」が40.3%、「知らない」が59.7%であった。
　年代別では、60代以上の方は５割以上が「知っている」と回答。
　男女別では、男性が女性より「知っている」の割合が18.4ポイント高い。
　水道料金について、どのような用途に使われているのか、改めて周知していく必要がある。

問10 水道料金の半分は、水道水をつくり各家庭まで届ける費用に使われ、残りの半分は、古くなった
水道管を新しいものへ入れ替える工事費に使われていることをご存知ですか？（１つ選択）

知っている
40.3%

知らない
59.7%

（回答者：315人）

78.6%

50.0%

54.3%

41.7%

29.9%

26.2%

28.6%

0.0%

21.4%

50.0%

45.7%

58.3%

70.1%

73.8%

71.4%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

知っている 知らない

31.0%

49.4%

69.0%

50.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

知っている 知らない
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　問10水道料金の使い道を「知っている」と回答した方が、問８水道料金について回答した割合について、
「高い」「やや高い」の合計は58.3%、適正29.1%、「安い」0.8%、「分からない」11.8%であった。
　水道料金の用途を知っている方の中でも「高い」「やや高い」と回答した方が約６割弱と高い数値である
ことから、水道料金がどのように使われているのかを可視化するなど、改めて市民の皆さまに情報を発信し
ていくことが必要である。

参考 問10水道料金の用途で「知っている」を選択した方が、問８水道料金について回答した割合

（回答者：127人）

高い
27.6%

やや高い
30.7%

適正
29.1%

やや安い
0.0%

安い
0.8%

分からない
11.8%

27.3%

22.2%

40.0%

31.4%

13.0%

18.2%

50.0%

#DIV/0!

27.3%

33.3%

32.0%

28.6%

26.1%

45.5%

25.0%

#DIV/0!

27.3%

33.3%

16.0%

28.6%

43.5%

36.4%

0.0%#DIV/0!

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

#DIV/0!

18.2%

11.1%

8.0%

11.4%

17.4%

0.0%

25.0%

#DIV/0!

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない

22.9%

30.4%

25.0%

34.2%

33.3%

26.6%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

18.8%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない
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　全体、年代別、男女別において、全ての項目で８割以上の方が「料金が高くなったとしても、古くなった
水道管を新しい水道管への入れ替える工事は必要」と回答。

問11 料金が高くなったとしても、古くなった水道管（法定耐用年数40年を超えたもの）を新しい水道管へ
入れ替える工事は必要だと思いますか？（１つ選択）

思う
87.6%

思わない
12.4%

（回答者：315人）

92.9%

86.1%

97.8%

88.1%

81.8%

83.3%

92.9%

100.0%

7.1%

13.9%

2.2%

11.9%

18.2%

16.7%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

思う 思わない

88.4%

86.9%

11.6%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

思う 思わない
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　下水道使用料について、「やや安い」「安い」の割合は0.0%、「高い」「やや高い」の割合が51.1％と半
数を占めた。次いで「分からない」27.9％、「適正」21.0％であった。
　年齢別でみると60代（65.2%）、70代（63.8％）、80代（50.0％）の順で「高い」「やや高い」と回答し
た。半数の方が下水道使用料を「高い」「やや高い」と回答しているため、金額の算定方法等について広報
していく必要がある。
　前回調査と比べて、「高い」「やや高い」51.8％から51.1％に0.7ポイント減少するもほぼ横ばい、「適
正」が19.0％から21.0％に2.0ポイント増加、「分からない」が28.6％から27.9％に0.7ポイント減少した。

問12 郡山市の下水道使用料について、どのように感じますか？（１つ選択）
（回答者：315人）

高い
24.4%

やや高い
26.7%

適正
21.0%

やや安い
0.0%

安い
0.0%

分からない
27.9%

28.6%

19.4%

32.6%

25.0%

24.7%

19.0%

21.4%

0.0%

21.4%

44.4%

32.6%

23.8%

23.4%

21.4%

21.4%

0.0%

21.4%

16.7%

19.6%

23.8%

19.5%

28.6%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0…

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.…

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

19.4%

15.2%

27.4%

32.5%

31.0%

50.0%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない

23.2%

25.6%

24.5%

28.8%

20.0%

21.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

32.3%

23.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

高い やや高い 適正 やや安い 安い 分からない

高い
22.6%

やや高い
29.2%

適正
19.0%

やや安い
0.0%

安い
0.6%

分からない
28.6%

2021年度の調査結果
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・安いと言われるような取組をしているのか見える化されていない
・基準としてるのは何処で適正なのか？疑問
・他市町村との比較

　下水道使用料が高いと思う理由として、「他の光熱費と比べて」の割合が41.6％と最も高く、次いで「以
前住んでいたところと比べて」が39.8％だった。

※「その他」を選択した方の主な意見

問13 問12で「高い、やや高い」を選択した方にお伺いします。高いと思う理由は何ですか？
（複数選択可）

（回答者：161人）

9.9% (16人)

23.6% (38人)

39.8% (64人)

41.6% (67人)

その他

２か月分まとめて払うから

以前住んでいたところと比べて

他の光熱費と比べて
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　下水道を利用している場合、水道料金と下水道使用料の内訳を「確認している」40.3%と「確認していな
い」32.4%を比べたところ、「確認している」が7.9ポイント上回った。
　また前回調査と比較し、「確認している」が2.6ポイント増加した一方、「確認していない」も6.5ポイン
ト増加した。また、「分からない」が7.6ポイント減少した。

問14 下水道や農業集落排水を利用している場合、その使用料は水道料金と併せて請求していますが、
それぞれの内訳金額まで確認していますか？（１つ選択） （回答者：315人）

確認している

40.3%

確認していない

32.4%

下水道、農業集落

排水を利用してい

ない

10.2%

分からない
17.1%

50.0%

52.8%

47.8%

40.5%

40.3%

23.8%

28.6%

0.0%

21.4%

36.1%

39.1%

35.7%

27.3%

33.3%

21.4%

0.0%

7.1%

11.1%

2.2%

9.5%

15.6%

14.3%

0.0%

0.0%

21.4%

0.0%

10.9%

14.3%

16.9%

28.6%

50.0%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

確認している 確認していない 下水道、農業集落排水を利用していない 分からない

31.0%

49.4%

34.8%

30.0%

12.9%

7.5%

21.3%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

確認している 確認していない 下水道、農業集落排水を利用していない 分からない

2021年度の調査結果

確認している

37.7%

確認していない

25.9%

下水道、農業集落

排水を利用してい

ない

11.7%

分からない
24.7%
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　水道料金等の支払いは「口座振替」が69.2％と最も高かった。次いで「クレジットカード払い」14.9％、
「納入通知書（ハガキ）」6.0％の順となった。
　2021年度と比べると、「口座振替」3.2ポイント増加、「納入通知書（ハガキ）」1.2ポイント減少、「ク
レジット払い」2.6ポイント減少、「スマートフォンアプリ」0.7ポイント増加した。

問15 現在、上下水道料金の納付方法はどれですか？（１つ選択）
（回答者：315人）

口座振替
69.2%

納入通知書（ハガキ）
6.0%

クレジットカード払い
14.9%

スマートフォンアプリ
1.3%

分からない
8.6%

100.0%

91.7%

67.4%

71.4%

70.1%

47.6%

42.9%

0.0%

0.0%

2.8%
4.3%

8.3%

6.5%

7.1%

7.1%

0.0%

0.0%

5.6%

23.9%

11.9%

13.0%

26.2%

21.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

2.6%

0.0%
7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

7.1%

7.8%

19.0%

21.4%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

口座振替 納入通知書（ハガキ） クレジットカード払い スマートフォンアプリ 分からない

60.0%

78.1%

9.0%

3.1%

18.7%

11.3%

1.9%

0.6%

10.3%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

口座振替 納入通知書（ハガキ） クレジットカード払い スマートフォンアプリ 分からない

2021年度の調査結果

口座振替

66.0%
納入通知書

（ハガキ）

7.2%

クレジットカー

ド払い
17.5%

スマートフォ

ンアプリ
0.6% 分からない

8.7%
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・ポイントが付く支払方法がない
・利用料金を自分の眼で確認したい
・手続きをしていないから

※「納入通知書（ハガキ）で納付する理由」の主な意見

　納入通知書（ハガキ）で支払っていると回答した方の89.5%が、コンビニで納付していると回答。2021年度
の結果と比べると、6.2ポイント減少している。一方で、金融機関で納付していると回答した割合は、6.2ポ
イント増加している結果となった。

問16 問15で「納入通知書（ハガキ）による窓口払い」を選択した方にお伺いします。
主にどちらの窓口で納付していますか？（１つ選択） （回答者：19人）

金融機関
10.5%

コンビニ

89.5%

上下水道局お客様

サービスセンター
0.0%

#DIV/0!

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%
33.3%

#DIV/0!

100.0%

50.0%

100.0%

100.0%

66.7%

100.0%

#DIV/0!

#DIV/0!

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

金融機関 コンビニ 上下水道局お客様サービスセンター

0.0%

40.0%

100.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

金融機関 コンビニ 上下水道局お客様サービスセンター

2021年度の調査結果

問17 問15で「納入通知書（ハガキ）による窓口払い」を選択した方にお伺いします。
納入通知書で納付する理由は何ですか？（記述）

金融機関
4.3%

コンビニ
95.7%

上下水道局お客様

サービスセンター
0.0%

（回答者：19人）
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　水害に関するハザードマップの種類について、「知っている」と答えた割合は44.1%、「知らない」と答え
た割合は55.9%であった。
　年代別では、60代以上が50%以上「知っている」と回答。
　男女別では、「知らない」と回答した女性の割合は68.4%で、男性より24.6ポイント高い。
　近年、気候に起因した災害が全国で続いていることから、ハザードマップの重要性について引き続き広報
していく必要がある。

問18 水害に関するハザードマップは、洪水ハザードマップと内水ハザードマップの２種類がありますが、
この２つの違いをご存知ですか？（１つ選択）

知っている
44.1%知らない

55.9%

（回答者：315人）

57.1%

61.1%

52.2%

46.4%

35.1%

38.1%

21.4%

0.0%

42.9%

38.9%

47.8%

53.6%

64.9%

61.9%

78.6%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

知っている 知らない

31.6%

56.3%

68.4%

43.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

知っている 知らない

第３章 郡山市の取組みについて
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　内水ハザードマップの事前確認について、「確認している」と答えた割合は50.2%、「確認していない」と
答えた割合は49.8%であった。
　年代別では、60代以上が50%以上「確認している」と回答。
　男女別では、「確認している」と回答した男性の割合は58.1%で、女性より16.2ポイント高い。
　近年、気候に起因した災害が全国で続いていることから、内水ハザードマップによる水害リスクの事前確
認について引き続き広報していく必要がある。

問19 内水ハザードマップを使って、自宅や学校、職場等の水害リスクについて事前に確認していますか？
（１つ選択）

確認している
50.2%

確認していない
49.8%

（回答者：315人）

57.1%

55.6%

58.7%

48.8%

48.1%

50.0%

28.6%

0.0%

42.9%

44.4%

41.3%

51.2%

51.9%

50.0%

71.4%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

確認している 確認していない

41.9%

58.1%

58.1%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

確認している 確認していない
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　雨水貯留施設について、「知っている」と答えた割合は44.8%、「知らない」と答えた割合は55.2%であっ
た。
　年代別では、「知っている」については70代が66.7%と最も高く、20代が7.1%で最も低い。
　男女別では、「知っている」と回答した男性の割合は55.6%で、女性より22.1ポイント高い。

問20 ゲリラ豪雨対策９年プランの中心事業である雨水貯留施設が、図景、赤木、麓山、石塚、小原田の
５か所にあることをご存知ですか？（１つ選択）
※５か所で合計約３万８千立方メートルの雨水を一時的に貯留できるようになります。

知っている
44.8%知らない

55.2%

（回答者：315人）

50.0%

66.7%

58.7%

42.9%

36.4%

40.5%

7.1%

50.0%

50.0%

33.3%

41.3%

57.1%

63.6%

59.5%

92.9%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

知っている 知らない

33.5%

55.6%

66.5%

44.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

知っている 知らない
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　せせらぎこみちについて、「利用したことがある」55.6%、「機会があれば利用したい」13.7%、「利用し
たことがない」26.0%、「せせらぎこみちを知らない」4.8%であった。
　年代別では、20代を除き50%以上「利用したことがある」と回答。
　男女別では、男女ともに「利用したことがある」の割合が50%を超えている。

問21 整備された雨水排水路の上部に、遊歩道やせせらぎ水路、植樹帯などを整備した「せせらぎ

こみち（※）」の利用についてお伺いします。（１つ選択）

※せせらぎこみちは市内に４か所整備されています。（西ノ内、若葉町、台新、開成）（回答者：315人）

利用したことがある
55.6%

機会があれば利用したい
13.7%

利用したことがない
26.0%

せせらぎこみちを知らない
4.8%

57.1%

55.6%

73.9%

53.6%

51.9%

52.4%

28.6%

100.0%

14.3%

22.2%

10.9%

15.5%

10.4%

11.9%

14.3%

0.0%

28.6%

22.2%

10.9%

29.8%

31.2%

23.8%

42.9%

0.0%

0.0%

4.3%

1.2%

6.5%

11.9%

14.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

利用したことがある 機会があれば利用したい 利用したことがない せせらぎこみちを知らない

54.2%

56.9%

11.0%

16.3%

29.7%

22.5%

5.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

利用したことがある 機会があれば利用したい 利用したことがない せせらぎこみちを知らない
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　せせらぎ水路を流れる水について、「知っている」12.7%、「知らない」87.3%であった。せせらぎこみち
を知っている方は多いが、流れる水については知らない方が多い結果となった。
　年代別、男女別ともに、「知らない」の割合は高い。

問22 せせらぎ水路を流れる水は、下部の雨水排水路の水を西ノ内の浄化施設できれいにし、
最上流部（台新）までポンプで圧送したものを流していることをご存知ですか？（１つ選択）

知っている
12.7%

知らない
87.3%

（回答者：315人）

28.6%

13.9%

13.0%

14.3%

10.4%

11.9%

0.0%

0.0%

71.4%

86.1%

87.0%

85.7%

89.6%

88.1%

100.0%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

年代別

知っている 知らない

7.7%

17.5%

92.3%

82.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

男女別

知っている 知らない
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① 現在も水道水の放射性物質のモニタリング検査を実施し、放射性物質は不検出であること

② 自宅の水道管は、止水栓から蛇口までの修理は利用者の負担となること

③ 水源環境保全のため、市民の皆さまと一緒に猪苗代湖岸の清掃を行っていること

④ 上下水道事業は、利用者からいただいた料金で、経費をまかなう独立採算で経営していること

⑤ 水道水は細菌の繁殖を防ぐため、蛇口の時点で塩素が一定量残留することが水道法で義務付けられていること

⑥ 下水道の汚水処理施設できれいになった水は、阿武隈川などの河川に放流されていること

⑦ 市街地に降った雨水をすみやかに排除することも下水道の役割であること

⑧ 汚水処理施設には、下水道のほかに農業集落排水や合併処理浄化槽があること

⑨ 水道水はミネラルウォーターなどの食品衛生法による規格基準よりも厳しい検査基準が課せられていること

⑩ 上下水道局の窓口サービスは、効率的運営を行うため、業務委託していること

⑪ 合併処理浄化槽の点検、修繕等の管理費と下水道使用料を比べると、一般的に下水道使用料の方が安いこと

⑫ 全部分からない

⑬ 県内１３市の中で下水道使用料は平均的な水準であること

⑭ 県内１３市の中で水道料金は安い水準であること

 「現在も水道水の放射性物質のモニタリング検査を実施し、放射性物質は不検出であること」が58.1%で最
も高く、次いで「自宅の水道管は、止水栓から蛇口までの修理は利用者の負担となること」が57.8%、「水源
環境保全のため、市民の皆さまと一緒に猪苗代湖岸の清掃を行っていること」が55.9%、「上下水道事業は、
利用者からいただいた料金で、経費をまかなう独立採算で経営していること」が53.0%であった。

問23 郡山市上下水道局における次の事項のうち、ご存知のものをすべて選択してください。
（複数選択可） （回答者：315人）

第４章 上下水道事業について

58.1% (183人)

57.8% (182人)

55.9% (176人)

53.0% (167人)

43.2% (136人)

42.2% (133人)

40.0% (126人)

29.5% (93人)

25.4% (80人)

15.9% (50人)

9.8% (31人)

9.5% (30人)

7.3% (23人)

7.0% (22人)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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・他自治体の事業との比較
・水の大切さ

※「その他」を選択した方の主な意見

　市民の皆さまへＰＲが足りないと感じる項目について、「上下水道施設の老朽化・災害対策」が57.8%で最
も高く、次いで「水道料金・下水道使用料」が44.8%、「水道水の水質（放射性物質対策を含む）」が
38.7%、「上下水道局統合後の状況」が34.6%の結果であった。

問24 上下水道局が市民の皆さまに対してPRが足りないと感じるものをすべて選択してください。
（複数選択可） （回答者：315人）

1.6% (5人)

1.6% (5人)

15.2% (48人)

22.2% (70人)

27.3% (86人)

29.2% (92人)

31.7% (100人)

34.6% (109人)

38.7% (122人)

44.8% (141人)

57.8% (182人)

その他

下水道による浸水対策

各種イベント・講座の情報

上下水道に関する豆知識

上下水道のしくみ

上下水道事業の経営

水づくり（浄水）に関すること

上下水道局統合後の状況

水道水の水質（放射性物質対策を含む）

水道料金・下水道使用料

上下水道施設の老朽化・災害対策
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・他自治体の事業との比較案内
・浄化槽設置の負担軽減
・下水道が通っていない地域なので、通してもらいたい

※「その他」を選択した方の主な意見

　今後、上下水道局に対して期待する項目について、「安全な水道水の提供」が75.6%で最も高く、次いで
「適正な上下水道料金設定」が49.2%、「耐震化など災害に強い施設の整備」が48.9%であった。

問25 今後、上下水道局に対して期待することは何ですか？（複数選択可）
（回答者：315人）

2.2% (7人)

15.2% (48人)

16.8% (53人)

17.5% (55人)

19.7% (62人)

21.6% (68人)

32.1% (101人)

42.5% (134人)

43.5% (137人)

43.5% (137人)

48.9% (154人)

49.2% (155人)

75.6% (238人)

その他

長期的視点に立った人材確保・育成

メルマガ・ＬＩＮＥによる上下水道についての情報の提供

ＣＯ２削減に向けた再生可能エネルギー導入による環境への配慮

ＡＩ、ＩＣＴ活用等による経営の更なる効率化

下水道の普及

雨水貯留施設の設置など浸水対策の強化

施設の適切な更新・維持管理

スマホを活用した毎月の使用量や料金の確認によるお客様サービスの向上

水道水源を保全するための活動

耐震化など災害に強い施設の整備

適正な上下水道料金設定

安全な水道水の提供
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

他の自治体市で水道水をペットボトルで売っていると聞いたことがあります。郡山市もペットボトルを販売
したらどうでしょうか？各イベントで飲んでもらうことも、郡山の水のＰＲになると思います。
（60代・男性）

〇 提案

物心が付いた時から水道は有るのが当たり前で、深く興味を持ったことがないと言うのが正直なところで
す。
水は止まった瞬間からありがたさを痛感すると思いますが、テレビ局と連携するなどして、もっと郡山の水
のことをＰＲしてもよいと思います。（40代・男性）

〇 その他

係員が検針せずに、ITを活用し自動検針を行い、効率化をしてもらいたいです。（30代・男性）

あまり、情報提供されていないので、現状が把握しづらいと感じました。もっと情報発信の場を設け、定期
的に発信してほしいです。（ＳＮＳなどで）（30代・女性）

災害の取組みを実施していただきありがとうございます。予想出来ないゲリラ豪雨等が多く発生しています
ので、料金を上げてでも更なる災害への取組みを実施していただきたいと考えます。（50代・男性）

きれいな水を水道水源にするための猪苗代湖岸の清掃は、素晴らしい活動だと思います。（40代・男性）

今回のアンケートの選択肢をとおして初めて知った事柄が多くありました。今後も水道について知識を深め
たいと思います。（30代・女性）

特に使用料しか気にかけてこなかったので知らないことばかりでしたが、様々な取組みをされているとのこ
とでしたので、まずはWebサイトから覗いてみようと思います。（40代・男性）

健康な生活に直結している事業です。職員の意識はどうですか。職員が市民の生活を水の面で守るという強
い意識が不可欠です。（80代・男性）

〇 感想

上下水道使用量、料金口座振替内容をPCでやってほしい。ペーパーレス化を考慮して早急に。
（70代・男性）

〇 要望

問26 その他、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。（自由記述）
（回答者：70人）
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